
















































































正の相関が（r ＝ 0.83，p ＜ 0.01），EPHX2 の発現
とBUNの間には有意な負の相関が認められた（r＝












ていること7），EETs が NF-κB 経路を抑制するこ
とを考え合わせると8），シスプラチン投与による
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